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Entirely Subcutaneous ICD
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心臓ペーシングデバイスに対する
携帯電話規制について

総務省指針改定（平成25年12月25日） 

• 植込み型医療機器の装着者は、携帯電話端末の使用及び携行に当たっては、
植込み型医療機器の電磁耐性（EMC）に関する国際規格（ISO14117等）を
踏まえ、携帯電話端末を植込み型医療機器の装着部位から15cm程度以上離す
こと。また、混雑した場所では、付近で携帯電話端末が使用されている可能
性があるため、注意を払うこと。 

• 携帯電話端末の所持者は、植込み型医療機器の装着者と近接した状態となる
可能性がある場所では、携帯電話端末と植込み型医療機器の装着部位との距
離が15cm程度以下になることがないよう注意を払うこと。なお、身動きが自
由に取れない状況下等、15cm程度の離隔距離が確保できないおそれがある場
合には、事前に携帯電話端末が電波を発射しない状態に切り替えるなどの対
処をすることが望ましい。



15cm規制の効果
患者 

• 15ｃｍ以下ではペースメーカ異常が起きるという不安 

• 人混み恐怖症 

一般市民 

• 規制遵守のストレス 

• マナー違反に対する過剰反応





• ほとんどの機種は1cmの距離でも電磁波障害は発生
しない 

• 電磁波障害に対して最も脆弱な機種を基準に規制を行
うことは多くの患者に不利益をもたらす 

• 患者一人に対してペースメーカは一台 

• 個々のペースメーカにおける電磁波障害基準を個々の
ユーザー（患者）に知らせるべき 

• 無用な人混み恐怖症患者は激減する



提案

1. 真実を公表する 

2. 個々の心臓ペーシングデバイス情報をユーザー（患
者）に提供する 

3. 科学的根拠に反する社会的アナウンスを規制する



提案2に対するペースメーカ会社の反応

• 個別の回答は得られず 

• JADIA（日本不整脈デバイス工業会）より以下のように回答 

• ペースメーカ等のメーカ側では、携帯電話側の試験環境の準備が困難であり現状通り、総務省の試験
の一環として試験することが現実的な対応と考えられます。総務省における一連の携帯電話に関する
試験はデータの継続性並びに整合性を考慮しAAMI PC69の試験条件を基に設定された試験条件によ
り積み上げられてきています。よって、試験方法について検討する際には、資産であるところの過去
のデータとの整合性等を考慮する必要がありかつ、携帯電話側の条件設定等も関連することから、総
務省の調査研究の枠組み内で議論されるのが妥当と考えられます。 

• 個別機種毎のデータ開示については、過去より議論のあったところですが、厚労省、総務省含め一連
の調査研究は個別機種についてモノを申すものではなく、ペースメーカ等、携帯電話全体に対して一
律の指針を設けるのが妥当と結論されてきたのはご存知の通りです。これに従い、現在に至るまでデー
タは特定情報を含む個別データを開示しない前提で関係者間の秘密保持契約がなされた上で取得され
たものであり、JADIAとして特定情報は得ていません。よって、その扱いの変更については、携帯電
話側を含めた関係者の合意が必要となり、総務省の調査研究の中で議論／結論されるべきものと考え
られます。


